


3-Year Rolling Goals（Targets） 

（３年間の目標）について 

 

 

  クラブの発展と活性化を図るため、RI 理事会は活動や目標の継続性を重要な課題と

位置づけ、2024-2025 年度をトライアル期間の初年度とし、地区やクラブに対し理解と協

力を要請しています。 

 

☆RI理事会による決定事項 

   ３年間のグローバルトライアルを設定しそのプログラムを実施 

     1．2024 年 7 月１日から、ゾーン・地区・クラブに対する３年間の目標とローリング 

ターゲット（年度ごとに見直す）プランを実施 

     2．Rotary Club Centralをマルチイヤーターゲットダッシュボード（複数年目標 

      一覧表示）として刷新し、組織的に目標を整える 

     3．上記をサポートするためのリソースと学習プログラムを開発 

     4．プログラムの評価を 2027年から 2028年にかけて行う 

 

 

 

 

 

☆何を達成しようとするのか？ 

    ◎継続性（Continuity） 

       ３年間の目標を設定し、通常の１年間の焦点にとどまらない様にする 

 

    ◎シンプルさと整合性（Simplicity & Alignment） 

         シンプルで明確な目標設定と達成までの検証、そしてロータリーの優先事項 

       との整合性をとることで今まで以上の成果が期待出来る 

 

    ◎地域適応力（Regional Adaptability） 

       クラブがその地域に適した目標を設定することで地域での存在価値を高める 

 

☆３年間の目標のキーワード 

     ・重要な項目の測定を行う 

     ・SMART ターゲット…具体的（Specific） 

測定可能（Measurable） 

達成可能(Achievable) 

関連性のある(Relevant) 

期限を設定した(Time-bound) 

     ・RIの目標との整合性をとる 

     ・会員の参加を促す（これが成功の鍵） 



☆３年間の目標設定の具体的項目は「行動計画（方針）」の４つの 

優先事項に基づいている 

（1） より大きなインパクトをもたらす 

（2） 参加者の基盤を広げる 

（3） 参加者の積極的なかかわりを促す 

（4） 適応力を高める 

 

 

 

クラブの奉仕・親睦活動 

ポリオ根絶 

ロータリー財団への寄付 

クラブの戦略計画 

公共イメージとコミュニケーション 

 

 

 

 

 

 

 

☆具体的な作業 

    1．クラブセントラルへの次年度目標入力（現在 RI によって３年間の目標が設定で

きるように改変中につき、まずは次年度の目標を入力） 

     2．３年間の目標フォーマットの入力 

     3．クラブ戦略計画の立案 

     4．目標設定の見直し 

        ・達成度の検証、必要であれば目標と戦略計画の再設定（Rolling Goals) 

        ・４半期ごとに進捗や達成度の管理を行う 

     5．クラブ行動計画推進リーダーの選任（後述） 


